
大学卒
業後の

進路は
いつ

決めま
したか

。

「学ぶ」と
「働く」は
どう接続
しているか
「働く」の前には「学ぶ」がある。両者が密接に関連している国も
あれば、していない国もある。その違いは当然、後の職業生活に
大きな影響を及ぼす。ここでは、学校から社会への“かけ橋”は
どうなっているのか、そこでは何が行われているのかを見てい
きたい。
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進
路
の
決
定
時
期

早
く
に
決
め
る

ベ
ト
ナ
ム
、

卒
業
後
の
イ
ン
ド
、

マ
レ
ー
シ
ア

　
大
学
卒
業
後
の
進
路
を
考
え
、
実
際
に
決
め

る
の
は
い
つ
頃
か
。
各
国
の
特
徴
は
、
以
下
の

3
つ
の
比
率
に
注
目
す
る
こ
と
で
浮
か
び
上
が

る
（
図
表
２

－
１

－

１
）。
中
学
、
高
校
と
い

っ
た
中
等
教
育
の
時
点
、
あ
る
い
は
、
大
学

１
、２
年
時
の
前
期
ま
で
に
決
め
る
「
早
期
決

定
派
」、
専
門
の
学
習
が
深
ま
り
、
就
職
活
動

も
始
ま
る
大
学
後
期
に
決
め
る
「
後
期
決
定

派
」、
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
決
定
す
る
「
卒

後
決
定
派
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
で
あ
る
。

　
早
期
決
定
派
の
比
率
は
、
親
を
は
じ
め
と
す

る
近
親
者
か
ら
の
影
響
度
、
高
等
学
校
以
降
の

教
育
シ
ス
テ
ム
（
高
等
学
校
の
コ
ー
ス
編
成
、

大
学
進
学
率
、
入
試
倍
率
、
受
験
制
度
な
ど
）

に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
だ
。

　
多
く
の
国
の
数
字
が
近
似
し
て
い
る
な
か
で
、

ベ
ト
ナ
ム
が
突
出
し
て
高
く
、
高
校
卒
業
ま
で

に
３
割
、
大
学
前
期
ま
で
に
５
割
以
上
の
人
が

進
路
を
決
定
し
て
い
る
。
欧
米
諸
国
の
一
例
と

し
て
掲
載
し
た
ア
メ
リ
カ
の
数
値
に
匹
敵
す
る

水
準
だ
。
中
等
教
育
時
点
に
お
い
て
、
職
業
に

関
す
る
意
識
づ
け
を
行
い
、
仮
決
定
を
促
進
す

る
欧
米
で
は
、
総
じ
て
早
期
決
定
派
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
単
科
大
学
が

多
く
、
大
学
の
専
攻
を
決
定
す
る
時
点
で
自
身

の
職
業
を
決
め
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
要
因
だ

ろ
う
。

　
一
方
、
日
本
は
こ
の
比
率
が
極
度
に
低
い
。

職
業
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
考
え
た
り
す
る
機
会

が
少
な
い
こ
と
、
高
等
学
校
は
普
通
科
が
主
体

で
職
業
と
の
接
続
が
弱
い
こ
と
、
日
本
企
業
の

人
事
制
度
の
基
本
が
職
務
で
は
な
く
職
能
に
な

っ
て
い
る
影
響
で
、
特
に
文
系
で
は
大
学
の
専

攻
と
そ
の
後
の
職
業
の
接
続
が
こ
れ
ま
た
弱
い

こ
と
が
そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

傾
向
を
打
破
し
よ
う
と
、
近
年
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
が
熱
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今

回
、
同
じ
日
本
人
で
20
代
と
30
代
を
比
較
し
て

も
、
早
期
決
定
派
の
比
率
の
差
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
教
育
の
効
果
は
、
現
時
点
で

は
限
定
的
と
い
え
る
。

　
後
期
決
定
派
の
比
率
は
、
全
国
一
律
の
就
職

活
動
シ
ー
ズ
ン
の
存
在
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

　
日
中
韓
の
東
ア
ジ
ア
3
国
は
、
日
本
を
筆
頭

と
し
て
こ
の
比
率
が
高
い
。
各
国
と
も
に
入
学

時
期
と
卒
業
時
期
が
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

加
え
て
、
全
国
の
学
生
が
一
定
時
期
に
就
職
活

動
を
行
う
慣
行
が
あ
る
こ
と
が
、
在
学
中
に
お

け
る
進
路
決
定
を
強
く
促
し
て
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
な
か
で
も
、
日
本
の
高
さ
は
極
端
で

2-
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中国

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

日本

アメリカ

中学卒業以前 高校時代 大学生の前期

47.05.8 19.7

2-1-1

← →早 期 決 定 派 後 期 決 定 派

3.4 14.6 15.6 43.5

4.2 10.7 14.5 17.2

3.3 17.7 11.4 26.4

3.1 15.4 15.8 18.7

0.7 14.3 18.9 20.0

2.4 28.8 24.8 12.6

5.2 19.8 33.1

1.5 2.3 12.1 66.3
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あ
る
。
大
半
の
学
生
が
、
大
学
進
学
ま
で
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
ほ
ぼ
何
も
考
え
て
い
な
い
も
の

の
、
就
職
活
動
時
期
に
な
る
と
66
・
3
％
も
の

学
生
が
一
斉
に
自
身
の
進
路
を
決
定
し
て
い
く
、

と
い
う
画
一
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
は
、
ア
ジ
ア

の
な
か
で
も
極
め
て
特
異
で
あ
る
。

　
卒
後
決
定
派
の
比
率
は
、
イ
ン
ド
の
53
・
4 

％
を
筆
頭
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

タ
イ
と
続
く
。
各
国
と
も
に
大
学
の
入
学
時
期
、

卒
業
時
期
が
多
様
で
あ
り
、
卒
業
後
に
将
来
の

進
路
を
考
え
る
の
が
一
般
的
な
た
め
だ
。

卒
前
決
定
率
、内
定
率
、即
就
職
率
の 

3
つ
の
デ
ー
タ
で
深
掘
り
す
る
と
…
…

　
進
路
決
定
を
、
卒
前
決
定
率
（
大
学
卒
業
ま

で
に
進
路
を
決
め
た
比
率
、
つ
ま
り
早
期
決
定

派
、
後
期
決
定
派
比
率
の
合
計
値
）、
内
定
率

（
大
学
卒
業
ま
で
に
就
職
先
を
決
定
し
て
い
た

比
率
）、
即
就
職
率
（
大
学
卒
業
後
、
３
カ
月

未
満
で
働
き
始
め
た
比
率
）
と
い
う
３
つ
の
デ

ー
タ
か
ら
、
よ
り
詳
細
に
見
て
い
こ
う
（
図
表

２

－

１

－

２
）。

　
卒
前
決
定
率
が
高
い
の
は
、
東
ア
ジ
ア
3
国

（
日
本
82
・
２
％
、
韓
国
77
・
１
％
、
中
国

72
・
５
％
）
で
、
ア
メ
リ
カ
と
並
ぶ
高
水
準
だ
。

卒
後
決
定
派
が
多
い
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
は
、
必
然
的
に
数
値
が

低
く
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
内
定
率
に
な
る
と
、
そ
の
序
列
は

随
分
異
な
っ
て
く
る
。
日
本
が
81
・
４
％
と
断

ト
ツ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
そ
れ

に
大
き
く
離
れ
る
も
の
の
、
そ
の
後
に
タ
イ

（
62
・
６
%
）、
イ
ン
ド
（
50
・
０
%
）
と
い
っ

た
卒
前
決
定
率
の
低
い
国
が
続
く
。
自
身
の
進

卒業後の進路を決めた時期
0



卒前決定率

中国

内定率

即就職率

72.5%

43.7%

71.9%

卒前決定率

韓国

内定率

即就職率

77.1%

42.3%

48.4%

卒前決定率

インド

内定率

即就職率

46.6%

50.0%

38.7%

卒前決定率

タイ

内定率

即就職率

58.8%

62.6%

50.6%

卒前決定率

マレーシア

内定率

即就職率

53.0%

36.0%

56.9%

卒前決定率

インドネシア

内定率

即就職率

53.9%

38.5%

52.1%

卒前決定率

ベトナム

内定率

即就職率

68.6%

35.7%

64.3%

卒前決定率

アメリカ

内定率

即就職率

79.2%

46.3%

45.9%

卒前決定率

日本

内定率

即就職率

82.2%

81.4%

85.0%

2-1-2
進路決定の3つの指標
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路
を
大
学
卒
業
ま
で
に
決
め
る
人
の
比
率
は
低

い
が
、
そ
の
人
た
ち
の
大
半
は
、
卒
業
前
に
就

職
先
を
確
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ※

。

　
日
本
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
を
除
く
他
の
国
は
す

べ
て
50
％
を
割
り
込
ん
で
い
る
。
中
国
、
韓
国

と
い
っ
た
、
一
律
の
就
職
活
動
シ
ー
ズ
ン
が
あ

り
、
卒
前
決
定
率
の
高
い
国
で
は
、
内
定
率
は

30
ポ
イ
ン
ト
前
後
の
大
幅
な
ダ
ウ
ン
を
見
せ
て

い
る
。
進
路
を
決
定
し
、
就
職
活
動
を
し
て
も
、

在
学
中
に
は
就
職
先
を
決
め
ら
れ
な
い
人
た
ち

が
３
割
前
後
い
る
の
だ
。
日
本
で
は
、
近
年
、

「
未
内
定
者
＝
学
卒
未
就
業
者
」
の
増
加
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
、
韓
国
の
実
態
に

比
べ
れ
ば
、
取
る
に
足
り
な
い
状
況
で
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
落
差
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
あ
る
い
は
ア
メ

リ
カ
で
も
同
様
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
国

に
は
、
全
国
一
律
の
就
職
活
動
シ
ー
ズ
ン
は
な

く
、
卒
業
後
に
就
職
活
動
を
始
め
る
人
が
多
数

い
る
こ
と
に
よ
る
結
果
で
あ
り
、
中
国
、
韓
国

の
落
差
と
は
意
味
が
異
な
る
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
国
を
含
め
、
少
な
く
と
も

３
割
以
上
の
学
生
が
、
卒
業
前
に
就
職
先
を
決

め
て
い
る
。
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
、
上
位

大
学
の
優
秀
な
学
生
は
、
在
学
中
に
就
職
先
を

決
め
て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
思
わ
れ
る
。
日
本

の
よ
う
な
大
卒
者
全
員
を
対
象
と
し
た
新
卒
一

括
採
用
と
は
異
な
る
が
、
優
秀
な
大
卒
を
在
学

中
に
採
用
す
る
市
場
が
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て

も
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
れ
が
、
即
就
職
率
と
な
る
と
、
状
況
は
さ

ら
に
異
な
る
。
日
本
の
ト
ッ
プ
（
85
・
０
%
）

は
変
わ
ら
な
い
が
、
中
国
（
71
・
９
%
）、
ベ

ト
ナ
ム
（
64
・
３
%
）
と
い
っ
た
卒
前
決
定
率

※タイとインドで卒前決定率より内定率が高いのは論理的には不整合だが、これは、両国の30代の人たちに顕著な傾向であって、高校などを卒業し、
　一度就職したのちに大学に入り直した人たち、つまりその時点で仕事を持っている人たちの存在が影響していると推定される

2-
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の
高
い
国
が
上
位
に
浮
上
し
て
く
る
。
ま
た
、

他
の
国
も
含
め
て
、
即
就
職
率
と
卒
前
決
定
率

は
、
か
な
り
近
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
在
学

中
に
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
決
定
し
た
人
は
、
在

学
中
に
就
職
先
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

卒
業
後
３
カ
月
未
満
で
就
職
先
を
見
つ
け
、
社

会
人
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
そ
れ
が
、
ア
ジ

ア
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
い
え
そ
う
だ
。

ア
ジ
ア
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら

外
れ
る
日
本
と
韓
国

　
し
か
し
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
大
き
く
逸
脱

し
て
い
る
国
が
あ
る
。
韓
国
だ
。
卒
前
決
定
率

は
日
本
に
次
い
で
高
い
も
の
の
、
内
定
率
で
大

き
く
落
ち
込
み
、
即
就
職
率
も
５
割
を
割
っ
て

い
る
。
同
国
で
は
、
進
学
、
就
職
競
争
の
過
熱

に
よ
る
勝
者
・
敗
者
の
二
極
化
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
熾
烈
な
実
態
を
こ
の
数
値
か
ら

も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
韓
国
と
ア
メ
リ

カ
の
数
値
は
傾
向
が
似
て
い
る
が
、
一
律
的
な

就
職
活
動
シ
ー
ズ
ン
が
あ
る
韓
国
と
、
そ
れ
が

な
い
ア
メ
リ
カ
で
は
、
数
字
が
意
味
す
る
も
の

が
異
な
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
卒
業
後
す
ぐ
に

就
職
し
な
い
５
割
強
の
大
卒
者
に
、「
負
け
組
」

の
レ
ッ
テ
ル
を
張
る
こ
と
は
な
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
日
本
の
数
値
は
、
あ
ま
り
に

も
特
異
だ
。
８
割
強
が
在
学
中
に
進
路
を
決
め
、

就
職
活
動
に
よ
っ
て
内
定
先
を
確
保
し
、
卒
業

後
す
ぐ
に
働
く
、
と
い
う
画
一
的
な
行
動
を
と

る
。
見
事
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
あ
る
か
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け

成
熟
し
た
国
に
お
い
て
、
社
会
に
出
て
行
く
若

者
の
進
路
決
定
に
多
様
性
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、

果
た
し
て
「
よ
い
こ
と
」
な
の
だ
ろ
う
か
?

　大学とひとくちに言っても、その
中身は国ごとに異なる。日本におい
ては、大学は４年制であるが、旧宗
主国、英国のシステムに準じるイン
ドにおいては、大学は３年制。また、
専攻などの違いによって３年制、４
年制が混在している国もある。日本
の専門学校と同じような位置づけの
教育機関を大学として認定している
国もある。
　制度や教育水準ばかりではない。
大学という高等教育機関の位置づけ
自体が、国の経済発展状況などの影
響を受け、各国ごとに大きく異なる。
それを顕著に表すのが、大学への進
学率だ。
　日本の大学進学率は、2010年時
点で51％。今や若者の過半数が大
学に進学している。しかし、1960
年代の数字は10％台であったし、
70年代後半から80年代にかけては、
25％前後の時代が続いていた。
　アメリカの社会学者、マーチン・
トロウは、こうした進学率（量）の
上昇が、大学という高等教育機関の
質の変容をもたらす、と喝破した。
　彼は、進学率が15％までを、エ
リートや支配階級の精神や性格の涵
養を目的とした「エリート段階」、
15～50%を専門化したエリートお
よび社会のリーダーの育成を目指す
「マス段階」、50％を超えた状況を、
産業社会に適応しうる全国民の教育
機関としての「ユニバーサル段階」
と位置づけている。

進学率が規定する「大学の3段階」
　この図式を、今回の調査対象の国
に当てはめると、韓国はユニバーサ
ル段階真っ只中、日本はユニバーサ
ル段階に突入したところ、タイは、
マス段階の末期、中国、インドネシ
アはマス段階に入り始めたところ、
インドは、データが不確かながら、
未だエリート段階と位置づけること
ができるようだ。
　しかし、近年の世界の大学進学率
の上昇は目覚ましく、特に21世紀
に入って以降、各国の高等教育進学
率は大きく上昇している（図表２－
１－３）。
　この流れを受け、アジア各国の近

年の大学進学率の上昇も凄まじいも
のがある。経済、産業の発展を期待し、
発展の原動力となる人材を輩出する
ために、多くの国が大学の数および
定員を増やしているからだ。それが
粗製乱造につながり、大卒資格を持
ちながら、就職できない人が急増し
ている。日本や韓国のように成長ス
ピードが鈍化した国だけではなく、
中国や東南アジア諸国のように高成
長を続けている国においても、その
ような傾向が顕著なのだ。各国の労
働市場を深く知るには、各国の高等
教育政策と、それに伴う大学の実態
変化を理解することが肝要である。

COLUMN

韓国

中国

インド

インドネシア

マレーシア

タイ

ベトナム

アメリカ
日本

＊



70 80 90 100％

民間サービス・計

インターンシップやアルバイト

20.1 8.4 5.5 2.5

7.2 14.6 5.6 5.2 7.7

14.1 8.8 4.6 8.8 2.5

6.4 15.6 3.5

15.6 7.0 9.2 8.4

30.2 5.2 9.6 5.7

7.2 12.6 3.3

11.6 9.7 8.3 12.8

7.9 8.4 3.2 5.4 15.1
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入
職
手
段

民
間
顔
負
け
の 

斡
旋
を
行
う 

イ
ン
ド
の
大
学

　
就
職
先
を
、
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
て
い
る
の

か
。
鍵
と
な
る
の
は
、
大
学
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
、

人
に
よ
る
紹
介
と
い
う
3
つ
の
チ
ャ
ネ
ル
だ

（
図
表
２

－

２
）。

　
大
学
が
、
学
生
の
就
職
支
援
に
果
た
し
て
い

る
役
割
や
影
響
力
は
、
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異

な
る
。
就
職
先
探
索
に
最
も
機
能
し
て
い
る
の

は
、
イ
ン
ド
（
34
・
０
%
）
で
あ
り
、
そ
れ
に

中
国
（
32
・
９
%
）
が
続
く
。

　
イ
ン
ド
の
ス
タ
イ
ル
は
強
烈
で
、
大
学
の
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
学
生
と
企
業
の
出
合
い

の
場
を
完
全
に
仕
切
っ
て
い
る
。
募
集
す
る
企

業
を
見
極
め
、
学
生
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判

断
し
た
企
業
に
は
門
戸
を
開
放
し
な
い
。
エ
ン

ト
リ
ー
か
ら
内
定
ま
で
、
ほ
ぼ
一
日
で
終
了
す

る
の
で
、
学
生
に
は
複
数
応
募
を
許
さ
な
い
。

企
業
ご
と
に
学
内
面
接
日
を
個
別
設
定
し
、
実

施
後
は
そ
の
日
中
に
学
生
に
意
思
決
定
さ
せ
る
。

こ
う
し
た
民
間
顔
負
け
の
斡
旋
行
為
に
対
し
て
、

企
業
か
ら
手
数
料
を
徴
収
す
る
大
学
も
あ
る
。

日
本
の
高
卒
就
職
シ
ス
テ
ム
に
も
似
た
こ
の
ス

タ
イ
ル
、
大
学
に
よ
っ
て
そ
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
異
な
り
、
こ
こ
ま
で
実
施
し
て
い
る
の

は
一
部
の
ト
ッ
プ
大
学
に
限
ら
れ
る
が
、
そ
れ

で
も
同
国
の
大
学
生
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
重

要
な
就
職
先
決
定
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
大
学
に
よ

る
囲
い
込
み
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
各
大
学

に
寄
せ
ら
れ
る
企
業
か
ら
の
採
用
情
報
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
募
集
情
報
な
ど
が
学
内
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
の
Ｂ
Ｂ
Ｓ
（
掲
示
板
）
に
掲
示
さ
れ

る
の
が
普
通
で
、
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
情
報

源
と
な
っ
て
い
る
。

　
韓
国
の
よ
う
に
、
大
学
教
員
の
存
在
が
大
き

い
国
も
あ
る
。
特
に
工
学
系
の
教
員
と
企
業
は
、

共
同
研
究
開
発
な
ど
を
通
し
て
強
固
な
関
係
を

構
築
し
て
い
る
。
一
方
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

大
学
は
就
職
支
援
と
い
う
点
で
は
十
分
な
機
能

を
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。

経
済
発
展
と
と
も
に 

「
紹
介
」は
低
下
し
て
い
く

　
日
本
で
の
就
職
先
探
索
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
は
、

リ
ク
ナ
ビ
、
マ
イ
ナ
ビ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
民
間
サ
ー
ビ
ス

が
40
・
４
%
と
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
を
除
く
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に

お
い
て
も
、
2
割
以
上
が
民
間
サ
ー
ビ
ス
を
メ

イ
ン
ル
ー
ト
と
回
答
し
て
い
る
。
日
本
同
様
、

2-

2
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大学・学校・計

公的サービス・計

企業に直接問い合わせ

先生の紹介

家族や知人の紹介

その他

中国

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

日本

アメリカ

32.9 3.1 20.1 7.4

21.4 10.8 27.5

34.0 2.3 24.8

14.6 5.0 25.8 4.8 24.3

13.8 2.4 25.3 18.2

20.2 3.7 22.0 3.3

12.0 4.4 9.8 14.4 36.2

24.0 3.5 17.8 12.4

16.2 3.5 40.4
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
国
が

多
い
が
、
人
材
紹
介
会
社
が
影
響
力
を
持
っ
て

い
る
イ
ン
ド
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
よ
う
に
、
大
学
が

有
力
な
手
段
に
な
っ
て
い
る
国
に
お
い
て
は
、

優
秀
な
学
生
は
大
学
を
主
な
手
段
と
し
、
そ
の

他
の
チ
ャ
ネ
ル
に
よ
る
情
報
を
補
完
的
に
活
用

す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
各
国
で
の
人
材

ビ
ジ
ネ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
は
年
々
向
上
し
て

い
る
の
も
事
実
だ
。
そ
れ
と
と
も
に
、
学
生
が

新
た
な
選
択
肢
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
就

職
活
動
の
ス
タ
イ
ル
が
変
質
し
始
め
て
い
る
国

も
あ
る
よ
う
だ
。

　
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
、

家
族
や
知
人
な
ど
の
紹
介
が
最
も
重
要
な
手
段

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
状
況
も
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
た
と
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
、

30
代
の
41
・
２
%
が
紹
介
に
よ
っ
て
職
を
見
つ

け
た
と
回
答
し
て
い
る
が
、
20
代
に
な
る
と
、

こ
の
数
値
は
31
・
７
%
と
10
ポ
イ
ン
ト
近
く
低

下
す
る
。
タ
イ
で
は
、
30
代
の
33
・
６
％
が
20

代
に
な
る
と
15
・
４
%
と
激
減
し
て
い
る
。
国

が
発
展
し
、
大
学
や
民
間
、
あ
る
い
は
公
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
し
職
業
選
択
の
機
会
や

内
容
が
多
様
化
す
る
こ
と
で
、
人
に
よ
る
紹
介

の
比
率
は
下
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
紹
介
と
い
う
ル
ー
ト
が
衰
退
し
、

就
職
先
は
、
ネ
ッ
ト
や
大
学
で
見
つ
け
る
、
と

い
う
規
範
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
う
の
は
考
え

も
の
だ
。
顔
見
知
り
か
ら
紹
介
さ
れ
た
、
安
心

で
き
る
職
場
で
働
き
た
い
。
そ
う
い
う
人
に
も

優
し
い
多
様
性
が
社
会
に
は
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

就職先企業を見つけた手段
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進
路
決
定
へ
の
影
響
要
因

親
が
口
出
す
の
が

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
。

例
外
は
日
本

　
将
来
の
進
路
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
筆
頭
は
、

日
本
を
除
く
す
べ
て
の
国
に
お
い
て
「
親
」
で

あ
る
。
中
国
の
62
・
４
%
か
ら
タ
イ
の
40
・
５

%
ま
で
、
数
値
に
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
参
考

値
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
含
め
、
親
の
意
向
が
最

も
影
響
が
強
い
（
図
表
２

－

３
）。

　
２
位
、３
位
は
、「
友
人
」
と
「
就
職
活
動
」

が
そ
れ
ぞ
れ
二
分
し
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
は
「
就
職
活
動
」

が
２
位
に
つ
け
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
で
は

「
友
人
」
が
２
位
を
占
め
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

親
、友
人
と
い
う
「
強
い
紐
帯
（
ス
ト
ロ
ン
グ
・

タ
イ
）」
が
、社
会
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
に
際
し
て
は
、

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本

だ
け
が
そ
う
し
た
傾
向
を
示
さ
な
い
。
親
が
2

位
、
友
人
が
3
位
と
、
影
響
は
少
な
か
ら
ず
あ

る
が
、
他
国
の
数
値
に
比
べ
大
き
く
見
劣
り
す

る
。
日
本
で
も
、「
理
系
に
進
め
」「
医
者
に
な

れ
」
と
命
令
に
近
い
指
導
を
す
る
な
ど
、
親
が

子
供
の
進
路
に
対
し
て
絶
対
的
な
存
在
で
あ
っ

た
時
代
が
あ
っ
た
。
最
近
で
は
、
特
に
母
親
が

子
供
の
就
職
先
決
定
に
口
を
出
す
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
が
、
往
時
か
ら
の
影
響
力
低
下
は
否

め
な
い
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム

で
は
、
各
人
が
自
発
的
に
就
職
活
動
を
行
う
の

に
対
し
、
中
国
、
韓
国
お
よ
び
イ
ン
ド
の
一
部

で
は
、
就
職
活
動
が
社
会
的
に
制
度
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、「
就
職
活
動
」
の
影
響
度
の
違

い
を
生
む
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本

に
お
い
て
は
、
よ
り
強
く
制
度
化
さ
れ
て
い
る

「
就
職
活
動
」
が
１
位
の
地
位
を
占
め
る
。
日

本
の
「
就
活
」
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
だ
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
デ
ー

タ
だ
。

ア
ジ
ア
に
も
根
づ
い
て
い
る

欧
米
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

「
親
」「
友
人
」「
就
職
活
動
」
と
い
っ
た
3
大

要
素
以
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
い
く
つ
か
の
特

徴
が
浮
か
び
上
が
る
。

　
1
つ
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
な
ど
の
職
業
経
験
」
だ
。
タ
イ
に
お
い
て

は
２
位
を
占
め
、
中
国
で
は
４
位
な
が
ら
５
割

を
超
え
る
人
が
影
響
を
受
け
た
と
回
答
し
て
い

る
。
そ
の
他
の
国
に
お
い
て
も
、
２
割
、
３
割

2-

3
大
学
・
学
校
の
部
活
動
、

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動

就
職
活
動

ビ
ジ
ネ
ス
経
験
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

の
職
業
経
験

学
外
で
の
社
会
活
動
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動

書
籍

18.1

11.2

16.6

6.2

7.5

10.0

8.9

9.9

5.2

54.6

26.6

35.3

15.2

38.0

42.2

42.0

26.2

35.7

53.2

23.2

17.4

33.9

23.1

30.4

26.4

21.3

5.4

19.9

11.7

9.7

5.6

6.6

9.6

10.9

5.8

4.7

20.3

9.9

8.2

6.0

11.0

16.3

28.5

3.3

5.4



29 Global  Career  Survey

2-3

程
度
の
支
持
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
と
も
に
、

欧
米
型
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
根
づ
い

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 

「
大
学
・
学
校
の
先
生
」
の
ス
コ
ア
の
高
さ
も

見
逃
せ
な
い
。
イ
ン
ド
で
は
35
・
７
%
で
３
位

に
つ
け
、
中
国
、
韓
国
で
も
３
割
台
、
マ
レ
ー

シ
ア
で
も
２
割
台
の
支
持
を
得
て
い
る
。
26
ペ

ー
ジ
で
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
主
に
工
学
系
の

大
学
と
企
業
の
つ
な
が
り
の
深
さ
に
起
因
す
る

も
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
紹
介
だ
け
で
は

な
く
、
大
学
で
の
学
び
の
機
会
が
就
職
先
に
つ

な
が
る
こ
と
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。「
大
学
・
学

校
の
講
義
・
授
業
」
の
回
答
結
果
を
併
せ
て
概

観
す
る
と
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
そ
し
て
参
考
値
の
ア

メ
リ
カ
に
は
、
そ
う
し
た
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

　
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
そ
う
し
た
傾
向
が
弱

い
。
両
国
と
も
に
大
学
受
験
の
影
響
は
強
く
、

ど
の
大
学
、
学
部
に
進
学
す
る
か
は
進
路
に
影

響
す
る
が
、
教
育
の
中
身
と
実
社
会
と
の
つ
な

が
り
は
弱
い
と
思
わ
れ
る
。
タ
イ
で
は
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
書
籍
閲
覧
な
ど

が
そ
れ
を
代
替
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同

様
に
、
大
学
で
の
学
び
の
機
会
と
進
路
と
の
接

続
が
弱
い
日
本
だ
が
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
よ

う
に
代
替
す
る
影
響
要
因
は
見
当
た
ら
な
い
。

「
就
活
」
の
影
響
の
大
き
さ
ば
か
り
が
、
こ
こ

で
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

中国

韓国

インド

タイ

マレーシア

インドネシア

ベトナム

日本

アメリカ

62.4

45.1

55.0

40.5

42.9

47.4

49.9

36.2

29.1

親 兄
弟
・
親
戚

大
学
・
学
校
の
先
生

友
人

大
学
受
験

大
学
・
学
校
の
講
義
・
授
業

海
外
留
学
・
海
外
生
活

17.7

15.8

23.3

15.4

20.4

26.1

22.7

13.2

7.0

39.2

30.4

35.7

13.7

25.3

17.8

17.0

26.2

9.4

55.8

32.0

48.1

24.3

36.9

38.5

32.9

26.2

21.3

6.8

9.5

18.5

20.8

5.3

8.7

17.2

8.3

1.0

27.1

19.6

17.0

8.1

15.8

24.6

11.6

15.1

8.9

5.5

7.0

11.1

3.1

4.0

6.5

2.4

6.4

3.0

卒業後の進路決定の影響要因（※数字は％）



30

強
み
・
評
価
ポ
イ
ン
ト

3
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
る
、

本
人
の
強
み
と
企
業
の
着
目
点

ー
シ
ア
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
面
接
で
は
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
経
験
、
難
解
な
課
題
解
決
の
経
験

な
ど
を
中
心
に
、
包
括
的
な
人
間
性
の
高
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
大

学
で
の
専
攻
と
職
業
の
接
続
が
進
ん
で
い
る
と

い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
も
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
類
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
専
攻
や
専
門
性
は
、

応
募
を
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
り
、
採
用

の
成
否
は
、
人
物
重
視
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

専
門
的
知
識
を
重
視
す
る
か

人
間
関
係
能
力
が
鍵
を
握
る
か

　
パ
タ
ー
ン
Ⅱ
は
、
大
学
で
の
学
び
の
な
か
で

も
「
専
門
的
知
識
・
技
術
」
の
ス
コ
ア
が
高
い

グ
ル
ー
プ
だ
。
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
大
学
で
何
を
学
び
、

ど
の
よ
う
な
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る

の
か
を
軸
と
す
る
パ
タ
ー
ン
だ
。

　
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
亜
流
が
、「
専
門
的
知
識
・

技
術
」「
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
」「
語
学
力
」
が
ほ
ぼ
拮

抗
し
て
い
る
イ
ン
ド
だ
。
Ｉ
Ｔ
の
オ
フ
シ
ョ
ア

リ
ン
グ
を
中
心
に
世
界
各
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ウ

ト
ソ
ー
ス
の
中
心
地
で
あ
る
同
国
に
お
い
て
は
、

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
も
語
学
力
も
、
市
場
に
求
め
ら
れ

る
専
門
的
知
識
・
技
術
な
の
だ
。

　
パ
タ
ー
ン
Ⅲ
は
、
基
礎
能
力
だ
け
が
高
く
、

中
で
も
「
人
間
関
係
能
力
」
が
突
出
し
て
い
る

パ
タ
ー
ン
だ
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
経
験
、
適

性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
韓
国
、

日
本
が
該
当
す
る
。
日
本
に
限
れ
ば
、
大
学
で

の
学
び
を
通
し
た
専
門
性
が
評
価
さ
れ
な
い
こ

と
が
、
こ
う
し
た
傾
向
を
強
め
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　
能
力
評
価
の
基
準
は
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

と
「
専
門
性
」
の
2
軸
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う

見
解
が
あ
る
。
そ
の
枠
組
み
に
当
て
は
め
れ
ば
、

パ
タ
ー
ン
Ⅰ
は
、
専
門
性
を
必
要
条
件
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
十
分
条
件
と
し
た
選
考
基
準
へ

の
対
応
と
し
て
、
パ
タ
ー
ン
Ⅱ
は
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
専
門
性
の
双
方
を
問
う
選
考
基
準
へ

の
対
応
と
し
て
、
そ
し
て
、
パ
タ
ー
ン
Ⅲ
は
、

専
門
性
は
重
視
せ
ず
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
強

く
重
視
す
る
選
考
基
準
へ
の
対
応
と
し
て
形
成

さ
れ
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
企
業
が
学
生
の
専
門
性
を
問
う
こ
と
は
、
彼

ら
の
勉
学
意
欲
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

教
育
機
関
と
産
業
と
の
良
好
な
関
係
を
も
た
ら

す
要
因
と
も
な
る
だ
ろ
う
。
日
本
と
韓
国
が
該

当
す
る
専
門
性
が
軽
視
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
Ⅲ
か

ら
は
、
大
学
と
企
業
の
関
係
の
歪
み
が
垣
間
見

え
る
。

2-

4
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面
接
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
提
出
書
類
の
記

述
内
容
に
お
い
て
、
自
分
の
ど
の
よ
う
な
面
を

強
み
と
認
識
し
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

打
ち
出
し
て
い
る
か
を
国
別
に
探
っ
て
み
よ
う
。

逆
か
ら
見
れ
ば
、
各
国
の
企
業
が
、
ど
ん
な
点

を
重
視
し
て
選
考
し
て
い
る
か
が
読
み
取
れ
る

デ
ー
タ
で
も
あ
る
（
図
表
２

－

４
）。

　
選
択
項
目
は
、
大
き
く
4
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

「
人
間
関
係
能
力
」「
自
己
統
制
能
力
」「
問
題

発
見
・
解
決
能
力
」「
論
理
的
思
考
能
力
」
と

い
っ
た
汎
用
性
の
高
い
「
基
礎
能
力
」
の
側
面
、

「
達
成
意
欲
」「
自
信
」
と
い
っ
た
「
態
度
」
の

側
面
、「
大
学
名
」「
大
学
で
の
専
攻
」「
専
門

的
知
識
・
技
術
」
と
い
っ
た
大
学
で
の
「
学
び
」

に
関
わ
る
側
面
、「
就
業
経
験
」「
職
業
資
格
」

「
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
」「
語
学
力
」
と
い
っ
た
職
業
に

直
結
す
る
「
ス
キ
ル
」
に
関
す
る
側
面
。

　
各
国
の
回
答
結
果
か
ら
は
、
大
き
く
3
つ
の

類
型
が
抽
出
で
き
る
。

　
パ
タ
ー
ン
Ⅰ
は
、「
基
礎
能
力
」「
態
度
」
が

全
般
的
に
高
い
、
人
間
と
し
て
の
基
本
的
な
枠

組
み
を
重
視
す
る
グ
ル
ー
プ
だ
。
タ
イ
、
マ
レ
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よ
り
詳
し
く
知
り
た
い
人
の
た
め
の
デ
ー
タ
集
Ⅱ

中学卒業以前

1.卒業後の進路を決めた時期（国・年代別）
高校時代 大学生の前期 大学生の後期（大学院含む） 大学卒業後

大学・学校・計

2.就職先企業を見つけた手段（国・年代別）
先生の紹介 民間サービス・計 公的サービス・計

中国
計

20代
30代

韓国
計

20代
30代

インド
計

20代
30代

タイ
計

20代
30代

マレーシア
計

20代
30代

インドネシア
計

20代
30代

ベトナム
計

20代
30代

アメリカ
計

20代
30代

日本
計

20代
30代

32.9

32.6

33.3

家族や知人の紹介 インターンシップやアルバイト 企業に直接問い合わせ その他

TOTAL

3.1 20.1 7.4 20.1 8.4 5.5 2.5

4.0 21.6 6.2 16.5 10.3 7.0 1.8

2.1 18.3

21.4 10.8 27.5 7.2 14.6 5.6 5.2 7.7

8.8 24.2 6.3 3.8 3.3

23.1 11.2 25.6 7.2 13.7 7.2 4.3 7.6

19.7 10.4 29.4 7.2 15.4 3.9 6.1 7.9

34.0 2.3 24.8 14.1 8.8 4.6 8.8 2.5

37.1 3.0 25.3 10.1 6.8 5.1 8.9 3.8

31.0 1.7 24.3 18.0 10.9 4.2 8.8 1.3

14.6 5.0 25.8 4.8 24.3 6.4 15.6 3.5

17.5 6.9 27.2 5.7 15.4 7.3 15.0 4.9

11.5 3.0 24.3 3.8 33.6 5.5 16.2 2.1

13.8 2.4 25.3 18.2 15.6 7.0 9.2 8.4

15.4 3.7 24.8 16.7 12.2 9.3 10.2 7.7

12.0 1.0 25.8 20.1 19.6 4.3 8.1 9.1

20.2 3.7 22.0 3.3 30.2 5.2 9.6 5.7

22.4 4.6 21.1 2.5 28.3 5.9 10.5 4.6

17.9 2.7 22.9 4.0 32.3 4.5 8.5 6.7

12.0 4.4 9.8 14.4 36.2 7.2 12.6 3.3

12.8 4.3 11.4 16.7 31.7 9.3 11.0 2.8

11.2 4.6 8.1 11.9 41.2 5.0 14.2 3.8

24.0 3.5 17.8 12.4 11.6 9.7 8.3 12.8

23.4 4.6 16.3 13.0 12.6 8.8 7.9 13.4

24.5 2.4 19.2 11.8 10.6 10.6 8.6 12.2

16.2 3.5 40.4 7.9 8.4 3.2 5.4 15.1

17.1 1.0 46.0 8.1 5.0 3.0 3.7 15.8

15.4 6.0 34.8 7.7 11.7 3.0 7.0 14.4

19.6 4.3 21.5 9.8 17.8 8.1 10.7 8.1

100％0

※不明・無回答の値は集計から除いたため、合計が100％にならない項目がある

5.8 19.7 47.0 27.5

6.2 21.6 50.5 21.6

5.4 17.5 42.9 34.2

3.4 15.6 43.5 22.814.6

3.6 15.9 46.6 17.017.0

3.2 15.4 40.5 28.712.2

4.2 14.5 17.2 53.410.7

5.5 16.9 17.3 43.916.5

2.9 12.1 17.2 62.85.0

3.3 11.4 26.4 41.217.7

3.3 12.2 29.7 32.122.8

3.4 10.6 23.0 50.612.3

3.1 15.8 18.7 47.015.4

3.3 13.4 21.5 46.315.4

2.9 18.7 15.3 47.815.3

18.9 20.0 46.114.30.7

21.9 24.1 38.015.20.8

15.7 15.7 54.713.5

2.4 24.8 12.6 31.628.8

0.8

3.2 23.5 17.8 27.827.8

26.2 6.9 35.430.01.5

5.2 33.1 21.1 20.919.8

7.1 33.9 18.4 18.022.6

3.3 32.2 23.7 23.717.1

12.1 66.3 17.82.31.5

11.7 70.1 14.42.71.0

2.0 12.4 62.5 21.12.0
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3.卒業後の進路を決めるうえで影響を与えたもの


